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事例から学ぶ
⑤疑義照会に関する事例

■事例の内容

今回、セルニルトン錠の処方があった。患者から、以前入院中にセルニルトン錠を

服用したところ蕁麻疹が出たため、服薬中止になったことを聴取した。処方医に問

い合わせたところ、セルニルトン錠は処方中止となった。

■背景・要因

入院中にセルニルトン錠の服用で蕁麻疹が出現し服薬中止となった記録を、外来の

処方医が確認できていなかった。

■事例が発生した薬局の改善策

未記載

➡この他にも事例が報告されています。

◆糖尿病と前立腺肥大の疾患を持つ患者が、手足のしびれを訴えたため、糖尿病性神経障

害の治療としてサインバルタカプセル２０mgが処方された。患者は特に夜間頻尿に悩

んでいる様子であったため、サインバルタによる頻尿の症状悪化の可能性を考慮し、医

師に疑義照会したところ、処方削除となった。

　＊�サインバルタカプセル２０ｍｇの添付文書【使用上の注意】１.慎重投与（１）前立腺肥大症等排尿

困難のある患者［ノルアドレナリン再取り込み阻害作用により症状が悪化することがある。］

◆当薬局に新規に訪れた患者にバイアスピリン錠１００ｍｇが処方されたが、お薬手帳を

確認したところ他院からタケルダ配合錠が処方されていた。疑義照会し、バイアスピリ

ン錠１００ｍｇが削除となった。

　＊タケルダ配合錠はアスピリン/ランソプラゾール配合錠である。

◆１ヶ月前にアミティーザカプセル２４μｇが処方された。その１７日後の受診時には特

に問題がなく、継続で処方が出ていた。今回、患者本人から、下痢症状がひどくなり服

用を中止していたため、残薬があることを聴取した。患者は受診時に処方医にその旨を

相談したが、処方せんの変更はなく定期薬と同じ日数が処方されていた。処方医に疑義

照会したところ、アミティーザカプセル２４μｇは処方削除になった。



❶名称類似に関する事例

注意を要する名称類似医薬品の組み合わせ

薬局ヒヤリ ･ハット分析表� 2015年

　ヒヤリ・ハット事例のうち、名称類似に関する「薬剤取違え」の事例が２１１件報告されています（集
計期間：２０１５年１月１日～１２月３１日）。このうち、主な薬効の異なる組み合わせ及び成分の異
なるハイリスク薬を含む組み合わせは特に注意が必要です。２０１４年に引き続き２０１５年にも報
告された注意を要する「名称類似医薬品」の組み合わせを以下に示します。

医薬品名（主な薬効） 医薬品名（主な薬効）

アスパラカリウム
無機質製剤

アスパラ－ＣＡ
カルシウム剤

アテレック
血圧降下剤

アレロック
その他のアレルギー用薬

クラリス
主としてグラム陽性菌，マイコプラズマに作用するもの

クラリチン
その他のアレルギー用薬

ノイロトロピン
解熱鎮痛消炎剤

ノイロビタン
混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）

ノボラピッド
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ノボリン
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ムコスタ
消化性潰瘍用剤

ムコダイン
去たん剤

ユベラ
ビタミンＥ剤

ユベラＮ
その他の循環器官用薬

※１　「主な薬効」とは、その医薬品の個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。
※２　「名称類似医薬品」とは、頭文字が２文字以上一致している医薬品の組み合わせ、もしくはそれ以外で報

告事例に名称が類似していることにより取違えたことが記載されている医薬品の組み合わせとした。
※３　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業平成２７年年報　１０８頁　図表１－６、１１１頁　図表１－

１１、１１３頁　図表１－１６を改変

疑義照会に関するポイント

●「患者のための薬局ビジョン」が昨年厚生労働省から示され、薬局が患者の服薬情

報の一元的継続的管理指導を実施していく中で、疑義照会はさらにも増して重要な

業務と位置づけられた。患者の副作用歴、他院で処方された併用薬や健康食品など

を確認することで得られた情報から、適切な疑義照会を実施する。

●患者の疾患歴や副作用歴等から禁忌薬および注意を必要とする医薬品を確認し、処

方医に情報提供するとことで、患者の不利益を回避し、適切な処方提案を行うこと

が重要である。

●最近は配合剤の販売が増え、その後発医薬品も発売されてきている。配合剤の処方

は、成分の重複や併用禁忌を見落としやすく、処方した医師も把握できていない場

合がある。

●次々に新医薬品が発売されるが、初めて取り扱う医薬品の禁忌などの情報を認識し

ないまま調剤を行うと、適切な処方監査が行えず、医療事故につながる可能性があ

る。医薬品情報は常に更新し、適切な疑義照会ができるよう自己研鑽することが重

要である。

➡疑義照会を行った事例が多く報告される一方で、処方内容に誤りがあったが、
　疑義照会されることなく交付された事例も報告されています。

◆内科から処方されたベルソムラ錠１５ｍｇを服用している患者に、耳鼻科からクラリス

錠２００が処方され、薬剤師は調剤し交付した。患者は服用後にめまい、ふらつき、嘔

吐の症状が出現したため、薬局に連絡をした。調べたところ、両剤の組み合わせは併用

禁忌であると分かった。患者は内科で点滴を受け、安静のあと回復した。


